
 

 

 

課 長  生活福祉調整課  大原 

☎   03-3578-3105（直通） 

係 長  生活福祉調整課 ひきこもり支援担当  深石 

☎   03-3578-2455（直通） 

ここが 

ポイント 

◆３Ｄメタバースを活用した継続的な

ひきこもり支援を実施します。 

◆多種多様なアバターの設定ができ、

参加時の状況に応じた空間内のスペ

ースに参加・移動が可能です。 

区 分
□ 新規 

□ 臨時（□ 新規・□ 継続） 

■レベルアップ 

概 要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

メタバースを活用したひきこもり当事者の居場所づくり支援 

事業名 ひきこもり支援事業 

資料 25 

問合せ 

令 和 ７ 年 １ 月 3 1 日 

港区令和７年度予算案記者発表 

メタバースを活用したひきこもり当事者の居場所づくり支援の概要 

令和５年７月に区が実施したひきこもりに関する実態調査（調査名称：社会参加

に関する調査）の結果、過半数のひきこもり当事者及びその家族等が相談等の支援

を希望していることが把握できたことから、令和６年４月にひきこもり支援専用相

談窓口を開設しました。さらなる支援として、ひきこもり当事者が、他者との交流

を通じて、社会とのつながりを持ち、孤独感の解消につなげることを目的とした当

事者同士が集う居場所を、メタバース空間を活用し、新たに実施します。 

 

●利用者の目的や状況に応じて利用できるよう交流スペースや個別相談スペー

ス、休憩スペース等を設けます。 

対 象 者 港区内に住民登録がある在住者で、自宅を中心とした生活をし 

他者との交流等の社会参加活動ができていない又は活動への 

参加を避けている状態が概ね６か月以上続いている方 

 
開始時期 令和７年８月 

実施頻度 月１回、午後２時～５時 

 
対話交流を行う交流スペースでの司会進行や、相談者本人と支援員のみが

対話可能な個別相談スペースでの相談対応を行います。 

ひきこもり当事者が安心して参加出来る居場所を提供します。

●アバターやニックネームが設定でき、気軽に参加できます。 

●社会福祉士、精神保健福祉士、公認心理師、臨床心理士、保健師又は看護

師のいずれかの資格を有する複数の支援員が常駐します。 

メタバース空間のポイント 

定期的な開催とアフターフォローで

ひきこもり当事者を支援します。 


